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広域連合議会の様子

　　

平
成
30
年
松
本
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例

会
が
、
去
る
２
月
13
日
に
松
本
広
域
連
合
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
８
件
が
上
程
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審

査
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
又
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
平
成
30
年
度

予
算
に
は
、
常
備
消
防
力
の
整
備
を
推
進
す

る
た
め
、
更

新
時
期
を
迎

え
た
化
学
消

防
ポ
ン
プ
自

動
車
な
ど
９

台
の
更
新
費

用
や
、
大
規

模
災
害
発
生

時
の
対
応
力

強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的

と
し
た
マ
ル

チ
コ
プ
タ
ー

の
整
備
費
用

な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
ま

す
。

歳入

歳出

歳入

歳出

予算総額
4,381,080

（千円）

分担金及び負担金
4,074,320千円
（93.0％）

議会費
2,590千円
（０．１％）
総務費
73,400千円
（1.7％）
民生費
107,250千円
（2.4％）

使用料及び手数料
4,890千円（０．１％）

諸収入
47,020千円（1.1％）

繰越金
84,820千円（1.9％）

広域連合債
167,400千円（3.8％）

消防費
4,112,400千円
（93.9％）

予備費
27,550千円（0.6％）

公債費
57,890千円（1.3％）

予算総額
23,050
（千円）

財産収入
15,850千円
（68.8％）

広域的観光事業
11,290千円
（49.0％）

繰越金
7,200千円
（31.2％）

広域活動事務費
1,760千円
（7.6％）

予備費
6,890千円（29.9％）

広域的地場産業振興事業
2,480千円（10.8％）

広域的健康づくり・
スポーツ振興事業
250千円（1.1％）

広域的文化事業
380千円（1.6％）

広 域 活 動 事
業

費

財産収入
2,630千円（0.1％）

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

●
平
成
30
年
度
松
本
広
域
連
合

　

当
初
予
算
の
概
要

一般会計当初予算松本地域
ふるさと基金事業
特別会計当初予算

◆
提
出
案
件

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　
松
本
広
域
連
合
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

等
に
関
す
る
条
例

●
議
案
第
２
号

　
松
本
広
域
連
合
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
議
案
第
３
号

　
松
本
広
域
連
合
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
４
号

　
平
成
29
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
議
案
第
５
号

　
平
成
29
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域

ふ
る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

●
議
案
第
６
号

　
平
成
30
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

予
算

●
議
案
第
７
号

　
平
成
30
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域

ふ
る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
予
算

●
議
案
第
８
号

　
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
議
案
第
１
号

　
松
本
広
域
連
合
広
域
計
画
の
変
更
に
つ

い
て

●
議
案
第
２
号

　
平
成
28
年
度
松
本
広
域
連
合
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
３
号

　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

平
成
30
年
松
本
広
域
連
合
議
会

2
月
定
例
会

　　

平
成
29
年
松
本
広
域
連
合
議
会
11
月
定
例

会
が
、
昨
年
11
月
20
日
に
松
本
広
域
連
合
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
３
件
が
上
程
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審

査
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
、
認
定
又
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
小
松　

洋
一
郎

議
員
を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
松
本
広
域
連
合
議
会

11
月
定
例
会
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歳入合計
22,580
（千円）

財産収入
11,451千円
（50.71％）

ふるさと基金事業費
15,448千円
（１００％）

繰越金
6,129千円
（27.15％） 県支出金

5,000千円
（22.14％）

歳出合計
4,197,672

（千円）

消防費
3,819,804千円
（91.00％）

国庫支出金
12,745千円
（0.29％）

使用料及び手数料
4,776千円
（0.11％）財産収入

2,348千円（0.05％）
寄付金
600千円
（0.01％）

諸収入
63,698千円
（1.46％）

繰越金
113,372千円
（2.60％）

広域連合債
46,600千円
（1.07％）

公債費
202,112千円
（4.82％）

議会費
2,190千円
（0.05％）
総務費
71,129千円
（1.69％）

民生費
102,437千円
（2.44％）

分担金及び負担金
4,121,255千円
（94.41％）

歳入合計
4,365,394

（千円）

歳出合計
15,448
（千円）

松本地域
ふるさと基金事業
特別会計

一般会計

　

平
成
28
年
度
の
松
本
広
域
連
合一般
会
計
の
決

算
は
、歳
入
が
43
億
６
，５
３
９
万
４
，０
０
２
円(

前

年
度
対
比
３
・
73
％
増)

、歳
出
が
41
億
９
，

７
６
７
万
１
，７
１
８
円(
前
年
度
対
比
２・50
％
増)

、

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は

１
億
６
，７
７
２
万
２
，２
８
４
円
で
、翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、実
質
収

支
は
形
式
収
支
と
同
額
の
１
億
６
，７
７
２
万
２
，

２
８
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、関
係
市
村
か
ら
の
負
担

金
が
41
億
２
，１
２
５
万
５
，４
４
８
円
で
全
体
の

94・41
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、「
消
防
費
」が
38
億
１
，９
８
０
万
４
，

６
１
３
円
で
、全
体
の
91・00
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

常
備
消
防
力
の
強
化
の
た
め
、芳
川
消
防
署
の

敷
地
内
に
自
家
用
給
油
取
扱
所
を
設
置
し
、麻
績

消
防
署
の
高
規
格
救
急
自
動
車
、芳
川
消
防
署
神

林
出
張
所
の
指
揮
広
報
車
を
そ
れ
ぞ
れ
更
新
し

ま
し
た
。

　

松
本
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
の

決
算
は
、歳
入
が
２
，２
５
８
万
８
９
５
円(

前
年
度

対
比
６
・
15
％
減)

、歳
出
が
１
，５
４
４
万
７
、

７
８
１
円(

前
年
度
対
比
13・85
％
減)

で
、歳
入
か

ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、

７
１
３
万
３
，１
１
４
円
、実
質
収
支
も
同
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
補
助
金
で
あ
る
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金

を
受
け
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」を
活
用
し
た「
松
本
地

域
の
観
光
変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」事
業
を
継
続
実

施
し
、「
観
光
動
態
調
査
」と「
観
光
意
向
調
査
」を

基
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
を
開
催
し
、「
広

域
観
光
周
遊
プ
ラ
ン（
案
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
松
本
広
域
連
合　

歳
入
歳
出
決
算
の
状
況

　

本
年
は

朝
日
村
開

村
１
３
０

周
年
を
迎

え
、
村
の

シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
新

役
場
庁
舎

の
竣
工
と

併
せ
大
き

な
節
目
の

年
と
な
り

ま
す
。

　

新
役
場

庁
舎
は
、

懸
案
で
あ

り
ま
し
た
防
災
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
行

政
機
能
の
向
上
、
更
に
は
、
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー

が
併
設
さ
れ
ま
す
。
庁
舎
内
の
ロ
ビ
ー
等
で

村
民
の
交
流
が
図
れ
、
村
民
の
拠
り
所
と
な

る
庁
舎
に
な
り
ま
す
。

　

庁
舎
の
面
積
は
現
庁
舎
の
２
・
５
倍
で
、

朝
日
村
ら
し
い
木
造
建
築
で
す
。
国
（
国
土

交
通
省
）
の
先
導
的
な
木
造
建
築
物
（
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
建
築
物
等
先
導
事
業
）
に
認
定
さ

れ
全
国
に
誇
れ
る
庁
舎
と
な
り
ま
す
。

　

竣
工
は
３
月
末
。
竣
工
式
を
４
月
30
日
に

執
り
行
う
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

朝
日
村
役
場　

総
務
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

99

−

２
０
０
１

市
村
情
報

市
村
情
報

　

４
月
か
ら
生
坂
村
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
公
園

で
、
車
い
す
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
が
可
能

で
す
。
足
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
方

や
、
足
腰
の
弱
い
高
齢
者
で
も
体
験
で
き
る

車
い
す
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
、
専
用
の
車
い

す
に
乗
車
し
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

の
も
と
空
中
散
歩
を
楽
し
め
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

参
加
料
金
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
参
加
資
格
】

　

小
学
生
以
上
で
体
重
90
㎏
未
満
の
方

【
問
い
合
わ
せ
】

　

生
坂
村
観
光
協
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

69

−

３
１
１
１

新庁舎イメージ

新
役
場
庁
舎
建
設�

（
朝
日
村
）

車
い
す
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験

�

（
生
坂
村
）

車いすパラグライダー体験
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会　

期
：
３
月
３
日
㈯
～
７
月
22
日
㈰

休
館
日
：
月
曜　

※
た
だ
し
、
４
月
30
日
、

　
　
　
　

５
月
７
日
、
７
月
16
日
は
開
館

　

松
本
市
出
身
の
前
衛
芸
術
家
・
草
間
彌
生
。

半
世
紀
以
上
前
、
た
っ
た
ひ
と
り
で
ア
メ
リ

カ
に
渡
り
、
以
来
、
世
界
を
席
巻
し
続
け
て

い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
最
新
シ
リ
ー
ズ
「
わ
が
永
遠

の
魂
」
を
軸
と
し
た
平
面
作
品
、
野
外
彫
刻
、

空
間
を
彩
る
作
品
な
ど
幅
広
く
ご
紹
介
し
ま

す
。
世
界
を
代
表
す
る
天
才
芸
術
家
・
草
間

彌
生
の
壮
大
な
創
作
活
動
を
、
こ
の
展
覧
会

で
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

松
本
市
美
術
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

39

−

７
４
０
０

【
問
い
合
わ
せ
】　

ラ
ー
ラ
松
本

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−
48

−

１
１
１
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
３

−

48

−

１
３
５
５

　

松
本
市
の
観
光
大
使
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
Ｆ
Ｄ
Ａ
11
号
機
に
愛
称
を
全
国
か
ら
募
集

し
、
応
募
全
３
２
４
作
品
か
ら
選
出
さ
れ
た

最
優
秀
作
品
を
原
案
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
命

名
し
ま
し
た
。

　

12
月
24

日
、
ク
リ

ス
マ
ス
イ

ブ
の
日
に

信
州
ま
つ

も
と
空
港

で
行
わ
れ

た
命
名
式

で
は
、
原

作
者
の
松

葉
花
帆
さ

ん
に
、
菅

谷
昭
市
長
か
ら
賞
状
、
鈴
木
与
平
Ｆ
Ｄ
Ａ
会

長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

愛
称
は
、
松
本
市
観
光
大
使
「A

lp
s 

M
ountain V

iew

」
号

　

「A
lp

s M
ountain V

iew

」
号
に
は

こ
れ
か
ら
も
日
本
の
空
を
駆
け
巡
っ
て
い
た

だ
き
、
「
信
州
・
松
本
」
を
全
国
に
向
け
発

信
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
松
本
市　

政
策
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

34

−

３
２
７
４

市
村
情
報

市
村
情
報

　

安
曇
野
市
役
所
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

フ
ラ
ッ
グ
が
１
月
24
日
㈬
か
ら
26
日
㈮
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
機
運
を
高
め

る
目
的
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
が
全
国
を
巡
回
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
長
野
県
に
は
１
月
15
日

㈪
か
ら
２
月
８
日
㈭
ま
で
訪
れ
、
県
内
８
ヶ

所
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
：
東
京
都
／

　
　
　

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
／

　
　
　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
／
Ｊ
Ｐ
Ｃ

【
問
い
合
わ
せ
】
安
曇
野
市　

政
策
経
営
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

71

−

２
４
０
２

　

こ
の
春
か
ら
ラ
ー
ラ
で
一
緒
に
泳
ぎ
ま
せ

ん
か
⁉

　

ラ
ー
ラ
松
本
で
は
年
少
～
小
学
校
６
年
生

ま
で
対
象
に
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

当
館
所

属
の
ベ
テ

ラ
ン
指
導

員
が
水
に

親
し
む
こ

と
か
ら
、

基
礎
体
力

の
向
上
、

様
々
な
泳

法
で
泳
げ

る
よ
う
に

な
る
ま
で

親
切
・
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。

【
入
会
手
続
き
】

①
月
会
費
２
ヶ
月
分=

８
，６
４
０
円（
税
込
）

 

（
４
，３
２
０
円
×
２
ヶ
月
分
）

②
通
帳

　
（
ま
た
は
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
）

③
通
帳
届
出
印
鑑

④
顔
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×
横
２
，５
㎝
）

　
　
　
　
　
　

※
ス
ナ
ッ
プ
写
真
も
可

　

右
記
の
４
点
を
ご
持
参
の
上
、
ラ
ー
ラ
松

本
総
合
受
付
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
教
室
の
無
料
体
験
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ラ
ー
ラ
松
本
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

フ
ラ
ッ
グ
ツ
ア
ー
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！

（
安
曇
野
市
）

Ｆ
Ｄ
Ａ
11
号
機
に

�

愛
称
が
命
名
さ
れ
ま
し
た

�

（
松
本
市
）

草間彌生　©YAYOI KUSAMA

ラ
ー
ラ　

キ
ッ
ズ
ス
イ
ミ
ン
グ

�

（
松
本
市
）

草
間
彌
生

　

A
LL��A

B
O
U
T��M

Y
��LO
VE

　
　

私
の
愛
の
す
べ
て

（
松
本
市
）
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● 

問
い
合
わ
せ

　

 

安
曇
野
市　

教
育
委
員
会　

文
化
課

　

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

71

−

２
４
６
５

信
州
ま
つ
も
と
空
港

信
州
ま
つ
も
と
空
港

〜
信
州
ま
つ
も
と
空
港
か
ら

�

北
海
道
・
九
州
・
大
阪
へ
〜

　

３
月
25
日
（
日
）
か
ら
運
航
ダ

イ
ヤ
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
３
月
25
日（
日
）か
ら

 

10
月
27
日（
土
）

▼
福
岡
線

松
本
空
港
発
→
福
岡
空
港
着

14
時
30
分
→
16
時
10
分

16
時
30
分
→
18
時
10
分

福
岡
空
港
発
→
松
本
空
港
着

10
時
05
分
→
11
時
35
分

12
時
30
分
→
14
時
00
分

▼
札
幌
線

松
本
空
港
発
→
新
千
歳
空
港
着

12
時
05
分
→
13
時
35
分

新
千
歳
空
港
発
→
松
本
空
港
着

14
時
25
分
→
16
時
00
分

【
問
い
合
わ
せ
】

　

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

 

（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
５
７
０

−

55

−
０
４
８
９

　

営
業
時
間

　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
年
中
無
休
）　

　

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
４

−

３
５
４

−

５
５
７
９

【
大
阪
線
夏
期
運
航
】

　

本
年
度
も
８
月
限
定
で
運
航
さ

れ
ま
す
。

▼
大
阪
線

松
本
空
港
発
→
大
阪
国
際
空
港（
伊
丹
）着

10
時
10
分
→
11
時
00
分

大
阪
国
際
空
港（
伊
丹
）発
→
松
本
空
港
着

８
時
40
分
→
９
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】

　

日
本
航
空（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
０

−

０
２
５

−

０
７
１

　

営
業
時
間

　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
年
中
無
休
）　

　

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
２
０

−

７
４
７

−

６
０
６

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
ま
で
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
松

本
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
Ｊ
Ｒ
松
本
駅

前
）
か
ら
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
ま
た
は
路
線
バ
ス
「
空
港
・
朝
日

線
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
信
州
ま

つ
も
と
空
港
を
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

信
州
ま
つ
も
と
空
港
地
元
利
用
促
進

協
議
会
事
務
局

　

 

（
松
本
市
観
光
温
泉
課
）

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
２
６
３

−

34

−

８
３
０
７

 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
２
６
３

−

34

−

３
０
４
９

安
曇
野
市

�

「
さ
く
ら�

サ
ク
ラ�

桜
」

　

春
の
訪
れ
の
象
徴
と
し
て
桜
ほ
ど
親
し
ま
れ
て

い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寒
さ
が
厳
し
い
北
ア

ル
プ
ス
の
山
麓
で
は
、
桜
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う

に
コ
ブ
シ
や
カ
タ
ク
リ
な
ど
の
春
植
物
た
ち
も
一

気
に
開
花
し
、
百
花
繚
乱
の
装
い
と
な
り
ま
す
。

安
曇
野
市
の

桜
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ

て
い
る
の
は

光
城
山
で
す
。

登
山
口
か
ら

山
頂
ま
で
連

続
し
て
植
え

ら
れ
た
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
は
、

日
を
追
う
ご

と
に
上
へ
上

へ
と
開
花
し

て
行
く
の
で

す
が
、
そ
の

様
子
が
「
昇

り
竜
」
に
も

た
と
え
ら
れ

ま
す
。

　

も
う
一
つ

の
特
徴
的
な

も
の
が
、
墓

地
に
植
え
ら
れ
た
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
で
す
。
民
俗
学

者
の
柳
田
國
男
が
「
信
濃
桜
」
と
し
て
紹
介
し
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
人
々
の
現

世
と
あ
の
世
を
つ
な
ぐ
生
死
感
が
、
墓
地
に
枝
垂

れ
桜
と
い
う
風
習
を
生
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

３
０
０
年
以
上
経
つ
古
木
も
少
な
く
な
く
、
開
花

の
時
期
に
樹
を
見
上
げ
る
と
、
天
空
か
ら
花
が
降

り
注
い
で
い
る
よ
う
な
、
幻
想
的
な
光
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

安
曇
野
市
で
は
、
市
内
の
主
な
桜
を
網
羅
し
た

『
さ
く
ら　

サ
ク
ラ　

桜　

安
曇
野
風
土
記
Ⅲ
』

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
豊
科
郷
土
博
物
館
等
で
販

売
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
桜
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

し
て
お
使
い
い
た
だ
き
、
安
曇
野
市
の
桜
め
ぐ
り

を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

田多井観音堂のシダレヒガン

Vol.25

ふ
る
さ
と
の
魅
力  

再
発
見

『安曇野風土記Ⅲ』表紙

光城山の桜
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平成30年春の火災予防運動 平成２９年中の１１９番通報件数

ガソリンの取扱い注意！

各市村別出火件数（平成29年）

火の用心　ことばを形に　習慣に
（平成29年度全国統一防火標語）

　３月１日から３月７日まで、全国一斉に春の火災予防運動が実施さ
れます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、防火意
識の普及啓発により、火災の発生防止を目的に行われます。
　例年、空気が乾燥する３月から４月にかけて火災発生件数が最も
多く推移しています。「たき火、火入れ（あぜ焼き）」等、屋外での火の
取扱いは十分に注意し、風の強い日は行わないようにしましょう。

　平成29年の松本広域連合関係市村の火災件数は131件で、松本広
域消防局発足以来、最も少なかった前年に次ぐ２番目に少ない発生
件数となりました。内訳は、建物火災57件、林野火災５件、車両火災
16件、その他の火災53件です。引き続き、火災予防にご協力をお願
いします。

農業用機械で使用する混合ガソリンも危険です。
ガソリンの危険性を十分理解し、安全で適切な取扱いを行ってください。

平成29年の火災件数

住民の皆さんが安心して建物を利用するために
　　　重大な消防法令違反のある建物に関する情報を
　　　　　　松本広域消防局のホームページで公表する制度

松 本 市
塩 尻 市
安曇野市
麻 績 村
生 坂 村
山 形 村
朝 日 村
筑 北 村
計

区　　分 火災件数 建物火災 林野火災 車両火災 その他の
火災 死　　者 負 傷 者

67
30
20
1
1
3
2
7

131

25
13
11

－
1
2
2
3
57

3
－
－
－
－
1

－
1
5

8
5
1

－
－
－
－
2
16

31
12
8
1

－
－
－
1
53

5
－
2

－
－
－
－
－
7

6
11
4

－
－
1

－
4
26

あなたが所有又は管理する建物が次の事項に該当する場合には、事前に最寄りの消防署にご相談ください。
　○飲食店、物品販売店舗、福祉施設等が新たに入居する場合
　○増改築や用途変更を行う場合

建物関係者の方へ

違反対象物に係る公表制度
平成30年４月１日から始まります!

特定防火対象物
（不特定多数の者が出入する建物）
・飲食店
・物品販売店舗
・旅館、ホテル
・病院、社会福祉施設
・複合用途ビル など

● 公表の対象となる建物
消防法の規定に基づき必要とな
る次の設備が設置されていない
もの
・屋内消火栓設備
・スプリンクラー設備
・自動火災報知設備

● 公表の対象となる違反
公表の対象となる違反が是正さ
れるまで、違反対象物の名称、
所在地及び違反内容を松本広域
消防局のホームページに掲載

● 公表の内容・方法

●名称　　　○○ビル
●所在地　　○市○町○丁目○番○号
●違反内容　自動火災報知設備未設置

火災１１７件
一年間で23,329件　昨年より約400件増加しました。

救急１６,８４８件

◆１１９番通報要領　《火災（救急）の際の通報時の応答例》

通報時は、急ぐ気持ちにブレーキ！　～落ちついて、まずは正確な場所から～

救助１５４件

※通報訓練など、災害以外の件数を含みます。

火災の場合
通信指令課

119番 消防です。
火事ですか、救急ですか？ 火事です。

場所または住所は何番地ですか？ ○○市○○町○○番○○の○○です。

通報者

何が燃えていますか？ 家が燃えています。

何階のどこが燃えていますか？ 2階の寝室が燃えています。

周囲の建物へ燃え広がりそうですか？ 北側の家に燃え移りそうです。

けが人や逃げ遅れた人はいますか？ 60歳の男性が右腕をヤケドしました。
逃げ遅れはいません。

あなたの名前と電話番号を
教えてください。

松本太郎です。
電話番号は○○－○○○○です。

救急の場合
通信指令課

119番 消防です。
火事ですか、救急ですか？ 救急です。

場所または住所は何番地ですか？ ○○町○○番○○（○○アパートの○○号室）
の○○です。

通報者

具合の悪いのは男性、女性どちらで
何歳ぐらいですか？ 70歳の女性です。

意識、呼吸はありますか？ 意識はありませんが、呼吸はしています。
どのような状態ですか？ 急に倒れケイレンしています。
掛かり付けの病院はありますか？ ○○病院に○○の病気で掛かっています。
あなたの名前と電話番号を
教えてください。

松本花子です。
電話番号は○○－○○○○です。
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平成30年春の火災予防運動 平成２９年中の１１９番通報件数

ガソリンの取扱い注意！

各市村別出火件数（平成29年）

火の用心　ことばを形に　習慣に
（平成29年度全国統一防火標語）

　３月１日から３月７日まで、全国一斉に春の火災予防運動が実施さ
れます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、防火意
識の普及啓発により、火災の発生防止を目的に行われます。
　例年、空気が乾燥する３月から４月にかけて火災発生件数が最も
多く推移しています。「たき火、火入れ（あぜ焼き）」等、屋外での火の
取扱いは十分に注意し、風の強い日は行わないようにしましょう。

　平成29年の松本広域連合関係市村の火災件数は131件で、松本広
域消防局発足以来、最も少なかった前年に次ぐ２番目に少ない発生
件数となりました。内訳は、建物火災57件、林野火災５件、車両火災
16件、その他の火災53件です。引き続き、火災予防にご協力をお願
いします。

農業用機械で使用する混合ガソリンも危険です。
ガソリンの危険性を十分理解し、安全で適切な取扱いを行ってください。

平成29年の火災件数

住民の皆さんが安心して建物を利用するために
　　　重大な消防法令違反のある建物に関する情報を
　　　　　　松本広域消防局のホームページで公表する制度

松 本 市
塩 尻 市
安曇野市
麻 績 村
生 坂 村
山 形 村
朝 日 村
筑 北 村
計

区　　分 火災件数 建物火災 林野火災 車両火災 その他の
火災 死　　者 負 傷 者

67
30
20
1
1
3
2
7

131

25
13
11

－
1
2
2
3
57

3
－
－
－
－
1

－
1
5

8
5
1

－
－
－
－
2
16

31
12
8
1

－
－
－
1
53

5
－
2

－
－
－
－
－
7

6
11
4

－
－
1

－
4
26

あなたが所有又は管理する建物が次の事項に該当する場合には、事前に最寄りの消防署にご相談ください。
　○飲食店、物品販売店舗、福祉施設等が新たに入居する場合
　○増改築や用途変更を行う場合

建物関係者の方へ

違反対象物に係る公表制度
平成30年４月１日から始まります!

特定防火対象物
（不特定多数の者が出入する建物）
・飲食店
・物品販売店舗
・旅館、ホテル
・病院、社会福祉施設
・複合用途ビル など

● 公表の対象となる建物
消防法の規定に基づき必要とな
る次の設備が設置されていない
もの
・屋内消火栓設備
・スプリンクラー設備
・自動火災報知設備

● 公表の対象となる違反
公表の対象となる違反が是正さ
れるまで、違反対象物の名称、
所在地及び違反内容を松本広域
消防局のホームページに掲載

● 公表の内容・方法

●名称　　　○○ビル
●所在地　　○市○町○丁目○番○号
●違反内容　自動火災報知設備未設置

火災１１７件
一年間で23,329件　昨年より約400件増加しました。

救急１６,８４８件

◆１１９番通報要領　《火災（救急）の際の通報時の応答例》

通報時は、急ぐ気持ちにブレーキ！　～落ちついて、まずは正確な場所から～

救助１５４件

※通報訓練など、災害以外の件数を含みます。

火災の場合
通信指令課

119番 消防です。
火事ですか、救急ですか？ 火事です。

場所または住所は何番地ですか？ ○○市○○町○○番○○の○○です。

通報者

何が燃えていますか？ 家が燃えています。

何階のどこが燃えていますか？ 2階の寝室が燃えています。

周囲の建物へ燃え広がりそうですか？ 北側の家に燃え移りそうです。

けが人や逃げ遅れた人はいますか？ 60歳の男性が右腕をヤケドしました。
逃げ遅れはいません。

あなたの名前と電話番号を
教えてください。

松本太郎です。
電話番号は○○－○○○○です。

救急の場合
通信指令課

119番 消防です。
火事ですか、救急ですか？ 救急です。

場所または住所は何番地ですか？ ○○町○○番○○（○○アパートの○○号室）
の○○です。

通報者

具合の悪いのは男性、女性どちらで
何歳ぐらいですか？ 70歳の女性です。

意識、呼吸はありますか？ 意識はありませんが、呼吸はしています。
どのような状態ですか？ 急に倒れケイレンしています。
掛かり付けの病院はありますか？ ○○病院に○○の病気で掛かっています。
あなたの名前と電話番号を
教えてください。

松本花子です。
電話番号は○○－○○○○です。
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平成29年 救急出動状況
　松本広域消防局管内における平成29年の救
急出動件数は17,835件で、前年に比べ447件
（2.6%）増加し、過去最多件数となっています。
　また、事故種別では急病が11,745件と最も
多く、全体の65.9%を占めています。

【平成29年中の事故種別の割合】

消防用車両の更新

急病
11,745件
65.9％

交通事故
1,470件
8.2％

一般負傷
2,480件
13.9％

転院搬送
1,596件
8.9％

その他
544件
3.1％

指揮広報車

高規格救急自動車

化学消防ポンプ自動車

配置署所

麻績消防署
塩尻消防署
豊科消防署

更新車両

指揮広報車（山間地仕様）

指揮広報車（山間地仕様）
指揮広報車
高規格救急自動車

化学消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

配置日

H29.8.18

H29.8.18
H29.10.6
H29.12.7

H30.1.17

H30.3更新予定

平成29年度は、6台の消防車両を更新しています。

本郷消防署
山辺出張所

芳川消防署
神林出張所
丸の内消防署
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